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第1章 はじめに  

 

 「保育園落ちた、日本死ね」2016年 2月 15日ブログに書かれた1この言葉は

日本国民に強いインパクトを残した。そしてこのニュースをきっかけに世間的

に注目が集まったのが「待機児童問題」である。この「待機児童問題」はそれ以

降政府から様々な対策が講じられてきている。 

 そのため、筆者も 2017 年 10 月 22 日に行われた衆議院議員選挙では支持す

る政党を選ぶにあたり各政党がどのような待機児童問題対策を掲げているかは

大きなポイントにもした。しかし 2017年 5月に安倍首相が当初 2017年末に達

成を掲げていた待機児童ゼロを 2020 年までの先延ばしを表明するなど待機児

童問題はこれから先ますます問題視されていくことが予想される。 

 以上のことから本論文では、先行論文を整理するとともに、筆者の地元でもあ

り 2018 年の東京都待機児童数ランキングワースト 5 位に入ってしまっている2

東京都府中市にある認可外保育所にインタビューをしていくなかから、どのよ

うにすれば待機児童問題改善が見込めるのかを考えていきたい。 

 

第2章 待機児童問題について 

 

2-1待機児童問題とは 

 待機児童問題とは、「保育園への入所申請がなされており入所条件を満たして

いるにもかかわらず、保育園に入所できない状態にある児童のこと」を指してい

る。3 

 そしてこの待機児童問題は近頃よくニュースなどで取り上げられることも多

いため近年現れてきた問題のように思われる。しかし実際は、1990年に前年の

合計特殊出生率（1人の女性が生涯に産む子どもの数の平均）が丙午の 1966年

の値を下回り「1・57ショック」と大騒ぎになった。これを受け 1994年に発表

され翌年から実施されたのが待機児童対策を掲げた「エンゼルプラン」だった。

この時に初めて、待機児童問題が社会的な問題として認知され始めた。つまり保

育所に入れないという問題はここ 20 年以上基本的には変わっていないという

ことがわかる。 

                                            
1 Hatelabo2016/2/15記事 https://anond.hatelabo.jp/201602151717592017/11/14閲覧 
2 Cawaiku2017/8/15記事 http://cawaiku.com/news/2017-tokyo-5239 2017/12/15閲覧 
3 BABYRINA https://babyrina.jp/news/waiting-children.html  2017/11/14閲覧 

https://anond.hatelabo.jp/20160215171759
http://cawaiku.com/news/2017-tokyo-5239
https://babyrina.jp/news/waiting-children.html
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 また最近ではこれに加え、隠れ待機児童というのも問題になってきている。こ

れは、希望した認可保育園に入れていないにもかかわらず、国や自治体で待機児

童としてカウントされていない子どもたちのことを指している。（図 1参照） 

・親が育児休暇を延長した場合 

・親が求職活動を辞めた場合 

・第一希望の保育所に入れず、無認可保育園（※）に入所した場合 

（保育園の種類に関しては 2-2参照） 

 例えば、このような場合には希望した保育園に入れていないにもかかわらず、

待機児童としてカウントされないことになってしまう。これが隠れ待機児童と

呼ばれるものである。（待機児童の定義については 3章で改めて解説する。） 

 

2-2待機児童問題の現状 

 実際の待機児童の数を厚生労働省の資料をもとにここで整理しておく。

2016(平成 28)年 4 月には、保育所等の定員が、2,634,510 人となり、就学前児

童の保育所等利用児童割合(保育所等利用児童数÷就学前児童数)は 39.9%とな

っている。保育所等待機児童数については、2 万 3,553人(対前年比 386人増)と

なっている。女性の就業の増加や保育利用率の上昇などにより、保育の利用申込

者数が増加し、2016年 4月時点の待機児童数は前年度と比較して増加している。

（図 1参照） 

 平成 28年 4月 1日現在の待機児童数は 2万 3,553人(前年比 386人増)  

○低年齢児(0~2歳)の待機児童数が全体の約 86.8%(20,446 人)  

○平成 28年 4月 1日現在の保育所等*1の定員は 263万 4,510 人  

○待機児童がいる市区町村数は、386 市区町村(全体(1,741 自治体)の約 22.2%)

⇒うち、待機児童が 50人以上の市区町村は 116、100人以上の市区町村は 65  

○都市部*2の待機児童が全体の約 74.3%(17,501 人)  

○「待機児童解消加速化プラン」に基づき、平成 29年度末までの待機児童の解

消を目指し取組を進めている。 

 また、待機児童問題は、日本の主要都市を中心に問題なっていることもわか

る。そのなかで 13位に位置する東京都府中市の保育所に本論文ではインタビュ

ーを行うことにした。（図 2参照） 
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図 1待機児童数と保育所等定員の推移（厚生労働省資料から引用） 

 

 

 

図 2待機児童数 50人以上の市区町村一覧（厚生労働省資料から引用） 

 

 

図 3年齢区分別待機児童数（厚生労働省資料から引用） 
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2-3日本の保育所の種類 

 先述した通り待機児童問題は保育所の種類というものが大きく関係している。

日本の保育園は大きく分けて「認可保育所」「無認可保育所」の 2種類に分かれ

る。そのためこの章でそれについて整理をしておく。 

 

認可保育所：国が定めた認可基準（施設の広さや設備保育者の資格所持や人数な

ど）を満たした保育施設で、保育料は自治体により異なり、世帯の所得に応じた

軽減があります。自治体が運営する公立と企業や NPO が運営する私立がある。 

 

無認可保育所：認可保育所以外の保育施設。無認可保育所は設備やルールに問題

はないのかと不安を抱える人が多いが、施設の広さや庭園がないなど一部が満

たされていないだけの施設も多くある。認可保育所に比べても値段が高い反面、

教育に力を入れていたり、延長保育や夜間、24 時間預かりなどの融通が利いた

りと利点もある。無認可保育に入園する場合、自治体によっては助成金が出るこ

ともある。4 

以上が無認可保育所の定義だが大きくわけて「地方独自の保育所」「ベビーホテ

ル」「その他の認可外」の 3種類に分かれている。 

この中で「地方独自の保育所」と「ベビーホテル」を 3章にて取り上げる。 

 

2-4待機児童問題の展望 

 これからの待機児童問題の展望を考える上で無視できないものはやはり「隠

れ待機児童」、つまり保育に対する潜在需要である。 

 待機児童問題の解決策として真っ先に考えられるものが、保育所の定員を増

やすということや、保育所の数を増やすということである。しかしこれだけでは

不十分である。なぜなら 2015年に「子ども・子育て支援新制度」（3章参照）を

導入し保育所の定員を増やしたのにもかかわらず 2015 年の待機児童数は増え

る結果となってしまったという過去のデータがあるからである。 

 そのためこの途方もない潜在需要に対応をしていかなければならない中で

「企業主導型保育事業」「事業内保育事業」「家庭的保育事業」「ベビーホテル」

                                            
4 すごい保育 http://sugoii.florence.or.jp/1298/ 2017/12/15閲覧 

http://sugoii.florence.or.jp/1298/
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というように様々な形態の保育所が出てきている。これらの中には自治体との

連携などが不足しているなどまだまだ未発展な部分がある。これらの発展が今

後の待機児童問題解決を左右すると考えられる。 

 

第 3章 現在、待機児童問題解決に向けてなされていること 

 

3-1国の取り組み 

 待機児童問題に対する国の取り組みとして安倍内閣がこれまでどのような対

策をたててきたのかを整理しておく。安倍晋三総理（以下安倍総理）は、2017

年 5月 31日の安倍内閣総理大臣スピーチにおいて、これまでに実現したことと

して以下の 2点を挙げた。 

 

・保育の受け皿を増やし、待機児童を解消することは、安倍内閣の重要政策であ

り、2013年 4月から「待機児童解消加速化プラン」に基づいて取組みを進めた

結果、保育の受け皿は、2013 年〜2015 年の 3 年間で約 314,000 人分増えてい

る。 

・また、2013年以降、保育の受け皿は平均して年約 110,000人分のペースで拡

大しており、これは、政権交代前と比べて 2.5倍を超える規模となっている。 

  

 そしてこれからの待機児童対策として以下のプランを述べた。 

 「来年度から子育て安心プランに取り組みます。意欲的な自治体を支援するた

め、待機児童の解消に必要な約 220,000 人分の予算を、２年間で確保し遅くと

も３年間で全国の待機児童を解消してまいります。さらに、2022年度末までの

５年間で、女性就業率８０％に対応できる 320,000 人分の保育の受け皿を整備

します。全ての人が無理なく保育と仕事を両立できるようにしていきます。」と

述べている。スピーチの中で出てきた「待機児童解消加速プラン」と「子育て安

心プラン」の概要は以下の通りである。 

 はじめに待機児童解消加速プランは、安倍内閣が、待機児童問題を最優先課題

と位置付け、2013(平成 25)年 4 月に、2017 (平成 29)年度末までに約 400,000

人分の保育の受け皿を確保することとしたものである。 

 しかしその後の待機児童数増加を受け、2015(平成 27 年)11 月の「一億総活

躍社会実現に向けて緊急に実施すべき対策」において、整備目標を約 500,000
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人分に上積みしている。さらに、2016(平成 28)年度から実施している企業主導

型保育事業によりさらに約 5 万人分の保育の受け皿拡大を進めていくこととし

ている。 

  次に子育て安心プランは、2017 年 6 月には、今後も女性の就業率の上昇や、

保育の利用希望の増加が見込まれるため、スピーチでも述べられていたように

待機児童解消に必要な受け皿約 220,000人分の予算 3 年分を 2019(平成 31)年

度末までの 2 年間で確保し、遅くとも 2020(平成 32)年度末までの 3 年間で全

国の待機児童を解消することとしたものである。5 

 筆者は、この安倍総理の待機児童問題対策に対し、このスピーチの１ヶ月後に

待機児童ゼロは 3 ヶ月先送りにすると発表するなど無理な目標をたてては先送

りにするという、いたちごっこをしているようにしか思えない。これは 2017年

12 月 1 日の日刊現代 DIGITAL でも「待機児童ゼロ」逃げ腰でママ一斉蜂起へ

秒読みとして子育て世帯のなやみとして取り上げられている。6 

 また、次にどんなこどもを待機児童とみなすのかについてもここで整理をして

おきたい。待機児童数の把握については、特定の保育園を希望する場合などの取

扱いが市区町村ごとに異なるとの指摘かがあることから、厚生労働省において、

2016 年 9 月に「保育所等利用待機児童数調査に関する検討会」が設置され、

検討が行われた。2017 年 3 月の同検討会の取りまとめを踏まえ、厚生労働省

において、育児休業中の場合については、保育所等に入所できたときに復職する

ことを継続的に確認し、復職に関する確認かができる場合には待機児童に含め

る旨を示すなど（図 4参照）、各地方公共団体宛てに新たな保育所等利用待機児

童数調査の調査要領を示したところである。このように国は待機児童の基準に

対し統一を図ろうとしている。 

図 4 待機児童新定義(毎日新聞 2017/3/31 朝刊から引用) 

  

                                            
5 首相官邸 HP https://www.kantei.go.jp/jp/headline/taikijido/index.html 2018/1/18閲覧 
6 日刊現代 2017/12/1号 https://www.nikkan-gendai.com/articles/view/news/218591 2018/1/18閲覧 

https://www.kantei.go.jp/jp/headline/taikijido/index.html
https://www.nikkan-gendai.com/articles/view/news/218591
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 またこの新定義により横浜市は１日、１０月１日現在の待機児童数が１８７

７人となり、前年同期の３９１人から１４８６人増加したと発表した。利用申請

者も６万８５４４人で最多を更新した。新定義に該当する待機児童数は１４１

９人、育児休業中なら対象にならない従来の集計方法でも４５８人で、前年同期

より増えている結果となった。 横浜市は平成２２年に待機児童数の全国ワー

ストを記録し、独自の政策で２５年４月にゼロを達成したものの、その後は待機

児童が生じている。従来の集計方法だった今年４月の待機児童は２人だった。 

市は「来年４月までに新施設を整備するなどして大幅に改善したい」としてい

る。7 

 このように新定義により待機児童数が変化する市区町村は少なくないだろう。

つまり先述した通り待機児童問題が 1 番解決に向かう定義の統一化は政府に対

し早急に求められる課題であるといえる。 

 

3-2政令指定都市の取り組み 

 次に待機児童問題に対する取り組みに対して各自治体が独自に行っている取

り組みについて紹介する。ここでは「保育ママ」「認証保育」「横浜保育」につい

て取り上げる。 

 はじめに「保育ママ」についてである。保育ママとは、仕事や怪我・病気など

により保育ができない保護者に代わって、子どもを自宅で預かる保育者・保育施

設のことを指す。自治体の認定を受けており、家庭福祉員、家庭的保育者と呼ば

れることもある。2010年 4月の児童福祉法の改正に伴い、家庭的保育事業とし

て法定化された。保育ママの一般的な必要条件と利用条件は下記の通りである。 

 

『必要条件』 

・自治体内に居住する心身健全な 25歳～60歳くらいまでの方 

 

・子育てに熱意と愛情を持っていること 

 

・子どもを育てた経験がある、または保育士・看護師資格、幼稚園教諭免許があ

るか、保育所等の施設で 3 年以上働いた経験のある方(自治体によっては資格が

必須な場合や、逆に研修を受け認定された場合には無資格でも OK な場合もあ

                                            
7 産経ニュース http://www.sankei.com/life/news/171201/lif1712010040-n1.html 2017/1/14閲覧 

http://www.sankei.com/life/news/171201/lif1712010040-n1.html
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ります) 

 

・同居親族に就学前の児童がいないこと、看護や介護の必要な方がいないこと 

 

・他に職業を持たず保育に専念できること 

 

・通風採光の良い、6畳以上の保育専用の部屋が確保できること 

 

・ペットを飼っていないこと 

 

など 

 

『利用条件』 

・保護者が実働 5時間以上、週 4日以上の就労をしている 

・傷病による入院・自宅療養等をしている 

・就学している 

これに加え保育可能な子どもは 3歳未満の赤ちゃんである。8 

 

以上が保育ママの概要だが、メリットしては保育園の空きが少ない 0〜1歳児の

保育をしてくれる、少人数保育のため保護者の目が行き届きやすい、育児の個人

的な相談がしやすいなどが挙げられる。またデメリットとしては基本的には 3

歳までの保育となるためそれ以降は保育園を探さなければならない、保育ママ

により保育内容（質）が変わる、第 3者の目がない、といった点が挙げられる。 

 

次に「認証保育」についてである。認証保育所は東京都独自の制度である。国の

基準による従来の認可保育所は、設置基準などから大都市では設置が困難で、ま

た０歳児保育を行わない保育所があるなど、都民の保育ニーズに必ずしも応え

られていない部分があった。そのため東京都では、東京の特性に着目した独自の

基準を設定して、多くの企業の参入を促し事業者間の競争を促進することによ

り、多様化する保育ニーズ応えることができる、新しい方式の保育所、認証保育

所制度を創設した、これが認証保育園である。また A型（駅前基本型）と B型

                                            
8 保育のお仕事 https://hoiku-shigoto.com/report/male-nurse-career/nursing/ 2017/12/15閲覧 

https://hoiku-shigoto.com/report/male-nurse-career/nursing/
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（小規模、家庭的保育所）の 2 種類に分かれている。以下にそれらの違いをま

とめておく。 

 

  認可保育所 認証保育所 

定員・対

象年齢 

認可保育所の定員は６

０人以上です。（ただ

し、小規模保育所の場

合は２０人以上） 

認証保育所 A 型は駅前に設置することを基

本とし、大都市特有の多様なニーズに応えま

す。（定員２０人～１２０人、うち０歳～２ 

歳を１／２以上）  

Ｂ型は、保育室制度からの移行を中心とし、

小規模で家庭的な保育を目指します。（定員

６人～２９人、０歳～２歳） 

０歳児保

育 

０歳児枠がない保育所

があります。 

０歳児保育を必ず実施していただくことに

より、都民のニーズに応えます。 

基準面積 

０歳児・１歳児の一人

当たりの基準面積が

３．３㎡必要です。 

弾力基準として０歳児・１歳児の一人当たり

基準面積を２．５㎡まで緩和します。 

保育料 
区市町村が徴収しま

す。 

認証保育所が徴収します。なお、料金は認証

保育所で自由に設定できます。（上限あり） 

申込方法 
区市町村に申込みま

す。 

利用について認証保育所と保護者の間で直

接契約をしていただきます。 

改修経費

の補助 

株式会社を対象とする

補助制度はありませ

ん。 

A型のうち駅の改札口から徒歩５分以内のも

のについて、改修経費を補助します。 

開所時間 
１１時間を基本として

います。 

すべての保育所に１３時間以上の開所を義

務づけています。これにより、二重保育の解

消につながります。 

サービス

内容の説

明 

サービス内容について

の説明義務は特に定め

ていません。 

各認証保育所で、契約時に保護者へ「重要事

項説明書」を渡し、サービスの内容や施設の

概要、事業者の概要などを説明することを義

務づけます。 
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利用者・

都民に対

する周知 

認可保育所に対して設

置認可書を交付してい

ますが、掲示すること

を義務づけていませ

ん。 

各保育所で、利用定員や開所時間などサー 

ビス内容を明記した「認証書」と基準に適合

しているという「適合証」を玄関付近など利

用者の見やすい場所に掲示することを義務

づけます。 

9 

以上が認証保育の概要だが、メリットとしては開所時間が 13 時間と長いため、

働く女性でも 2 重保育を回避できる、ほとんどの保育所が駅前に設置されてい

るため通勤の際に預けやすい、必ず保育所のサービス内容を説明することが義

務付けられているため、保護者が入所前に施設について知ることができる、とい

った点が挙げられる。またデメリットとしては、認証保育所はビルの 1 室にあ

ったりと無理やり保育所にしているところが多いため庭園などがない、認可保

育所は保育料が収入によって定められているが、認証保育所は一律である、とい

った点が挙げられる。 

 

次に「横浜保育室」についてである。横浜保育室は、児童福祉法に定めた保育所

(いわゆる認可保育園)ではないが、横浜市が独自に設けた基準(保育料・保育環

境・保育時間など)を満たしており、市が認定し助成している認可外保育施設の

ことである。概要は以下の通りである。 

 

『保 育 環 境』 

・3 歳未満のお子さんを助成対象とした施設です(3 歳以上児の受入れを行って

いる施設もある) ※横浜保育室の卒園予定者が、認可保育所に入所申込みされた

場合は、入所の選考の際に優先順位を高くしています。  

・3歳未満のお子さんおおむね 4人に 1人、保育従事者を確保しています。  

・全施設で施設内調理の給食を実施しています。 

・幼稚園に併設されている施設もあります。 

 

『保 育 料』 

・3歳未満のお子さんの保育料は、58100 円を上限(基本保育時間)に施設が独自

                                            
9 とうきょう福祉ナビゲーション 

http://www.fukunavi.or.jp/fukunavi/contents/tokushu/ninsyo/ninsyo_02.html 2017/12/15閲覧 

http://www.fukunavi.or.jp/fukunavi/contents/tokushu/ninsyo/ninsyo_02.html
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に設定しています。 また、基本保育時間にかかるそれ以外の徴収は原則ありま

せん。 

※一定の所得以下(支給認定決定通知書の負担区分が【D14階層】以下、判定税

額が【228,900 円】以下)の 3歳未満児について、保育料を最大 50,000円軽減し

ます。 

・横浜保育室・認可保育所・認定こども園・家庭的保育事業・小規模保育事業・

事業所内保育事業・幼稚園等を利用するきょうだいがいる場合、3歳未満児は月

額 18,000 円(第 3子は全額)、3歳児は月額 9,450円保育料が減額されます。  

・消費税は非課税です。ただし、その他の実費負担等は課税の場合があります。 

『開 所』 

・平日 7:30~18:30、土曜日 7:30~15:30 が基本開所時間です。  

・延長保育、早朝保育および休日保育を行っている施設もあります。  

・日曜、祝日、休日、年末年始(12/29~1/3)以外は、原則開所しています。10 

 

以上が横浜保育室の概要だがこれは 2 番目に紹介した東京都の「認証保育所」

とほぼ同じ立ち位置のため同じメリット、デメリットが挙げられると考えられ

る。 

 

3-3府中市の取り組み 

 これまで待機児童対策の事例を紹介してきたがここでは府中市に焦点をあて

なおかつこれまでになかった認可外保育所について考えていきたい。それにあ

たり筆者は認可外保育所である「たんぽぽのおうち」（ベビーホテルにあたる）

にインタビューを行った。そのインタビュー内容について記しておく。 

 

木「よろしくお願いします。」 

 

藤「よろしくお願いします。」 

 

木「はじめにこのたんぽぽのおうちを設立された経緯をなぜ府中でたてられた

のかという点とともに教えてください。」 

                                            
10 横浜市 HP http://www.city.yokohama.lg.jp/kodomo/unei/hoikuseido/file/ysitufutankeigen.pdf 

2018/1/14閲覧 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kodomo/unei/hoikuseido/file/ysitufutankeigen.pdf
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藤「現オーナーが幼稚園、保育園などで仕事をしていたのですが大きい園だとど

うしてもやりたい保育ができない、1人の子どもに見れる時間が減ってしまうと

いう点から理想の保育の実現のためにたんぽぽのおうちを立ち上げました。ま

た府中市を選んだ理由としては、府中市は待機児童数が多いため、市ごとに大き

く保育への方針が違うこの現状において 1 つの実績として残すことができると

考えたからです。」 

 

木「ありがとうございます。次にたんぽぽのおうちの教育方針について教えてく

ださい。」 

 

藤「たんぽぽのおうちは、0〜3 歳児の子どもを受け入れており家庭的保育、家

庭に近い状況での保育を目指しています。また年間を通して利用を頂いている

お客様には英会話やリトミックを行っています。」 

 

木「これからなにか加えていきたいものはありますか？」 

 

藤「本の読み聞かせやキッズダンスなどを取り入れていきたいと考えています。」 

 

木「ありがとうございます。次に入園に当たる倍率を教えてください。」 

 

藤「このたんぽぽのおうちは昨年の 4月に openしたばかりなのでまだ余裕があ

り倍率はでていません。逆に今は認知にどれくらいの時間がかかるのかが気に

なっています。どの媒体を利用していくべきなのか、試行錯誤しています。現段

階ではてくてくひろばという新聞への掲載や、小児科にチラシなどをおいても

らうといった手段をとっています。」 

 

木「ありがとうございます。次に認可外保育所ならではの悩み・苦悩はあります

か？」 

 

藤「やはり一番大きな悩みはお母さん方に金額的負担が大きくかかってしまう

という点です。また認可保育所への加入に伴う点数にあたり、認可に入れなかっ
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た場合、認可外に入ると点数はつくというところに認可外のメリットはあるが

立ち上げの時からいる子どもたちに点数をつけることができないというのが悩

みです。」 

 

木「ありがとうございます。では最後にこれからの保育業界、そしてたんぽぽの

おうちの展望などあればお聞かせください。」 

 

藤「今の保育業界は待機児童問題などが非常に社会問題になっていますが子ど

もが犠牲になることだけはあってはいけないことだと思っています。そのため

にこのたんぽぽのおうちは、ここの保育園に預けたいと言っていただける、遊び

にきていただいたお客様には必ず OK を出せるそんな保育園を目指したいと考

えています。また小さい子ども達が様々な世代の人と交流できるような保育園

を目指していきたいとも考えています。」 

 

木「質問は以上になります。ありがとうございました。」 

 

藤「ありがとうございました。」 

 

第 4章 私が考える待機児童問題解決にむけて取り組むべきこと 

  

 待機児童解消に向けての提言として「保育園問題」著の前田正子氏は、待機児

童問題解決に向けて以下のような 8つの提言をあげていた。11 

1「育児休業の原則 1年徹底」 

2「育児休業を父親と母親で取得することの推進」 

3「保育所の整備」 

4「働き方改革」 

5「保育士の給与改善」 

6「保育士をさらに魅力ある職業へするための工夫」 

7「東京一極集中、中心部への集中の改善」 

8「幼稚園との協力」 

 

                                            
11 前田正子（2017）「保育園問題」『待機児童、保育士不足、建設反対運動』中公新書 
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以上の 8 つの提言からも「子どもを預ける家族の改善」「保育士の改善」「保育

所の整備」という 3点が特に重要であることがわかる。 

 そのなかで私は「保育所の整備」のなかで「自治体と認可外保育所の連携改善」

を提案したい。これは今回実際に認可外保育所に筆者自身がインタビューをし

「認知度不足」「認可外保育所の地域での孤立」を感じたからだ。 

 認可外保育所は、どうしても「認可」東京に関しては「認証」の次というイメ

ージが強い。これはやはり補助金の問題などから致し方ないのかもしれないが、

たんぽぽのおうちのように少人数保育のため一人一人への保育の手厚さや延長

保育といった共働き世帯においては助かる面も多分にあると考えられる。その

点が保育所を利用する人たちへの理解が薄いと考えられるため、認可外保育所

への入園への支援を自治体が行う仕組みや、自治体が自分たちの市にある認可

外保育所を集めこのような認可外保育所があるということを紹介する機会を設

けることができれば認可外保育所の認知度向上だけでなく、認可外保育所同士

の連携も深まるのではないかと考えられる。 

 また東京都においては、現在認可外保育所から認証保育へ移る家庭が多いと

聞いたので認可外保育と認証保育で連携する園の仕組みを自治体が構築してい

けば認可外保育への需要もさらに増えるのではないかと感じた。 

 

5.まとめ 

 これまで待機児童問題に対する現状、課題、対策について述べてきた。少子高

齢化の現代において、待機児童問題が問題視されているこの現状は危機的状況

ではある。しかしその対策において保育設備の拡充などは、将来のことを考えて

あまり得策とは言えない。なぜならかならずいつかは、保育施設数は間に合う時

代がくるからだ。そのため現状ある施設を工夫して待機児童問題解決に当たる

ことが求められると筆者は考える。 

 だからこそ「働き方改革」「保育士の労働環境の改善」「保育設備の整備」が求

められる。本論文では「保育設備の整備」として認可外保育施設についての改善

案を提言したがこの論文により少しでも認可外保育に対するイメージ改善につ

ながれば幸いである。 
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